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相
撲
大
会
川

山
内
熱
戦
に
わ
く
吻

O
H目
、
工
、
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ユ
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長
浜
中
学
校
相
撲
場
の
落
成
を
記
念

し
て
の
「
子
供
相
撲
大
会
し
が
秋
日
和

に
恵
ま
れ
た
十
一
月
四
日
に
開
か
れ
、

真
新
し
い
土
俵
場
は
チ
ビ
ッ
子
関
取
の

熱
戦
に
わ
き
ま
し
た
。

公
式
相
撲
場
で
の
初
大
会
、
土
俵
聞

き
と
も
あ
っ
て
、
大
会
に
は
町
内
の
小

中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
九
十
五
人
が
意

気
も
盛
ん
に
出
場
、
団
体
戦
や
個
人
戦

に
熱
戦
を
展
開
、
こ
の
と
こ
ろ
珍
し
く

さ
え
な
っ
た
相
撲
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ

て
一
般
の
相
撲
フ
ァ
ン
や
父
兄
の
姿
も

大
ぜ
い
見
ら
れ
、
生
徒
た
ち
と
い
っ
し

ょ
に
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
相
撲
場
の
完
成
、
こ
の
大
会
を

契
機
に
私
た
ち
の
町
に
国
技
ス
ポ
ー
ツ

の
輸
が
大
き
く
広
が
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
ね
。

身、

塁
手
ミ主

新しい初の公式土俵で思う存分の熱戦を展開するチビッコ関取たち。(行司は国体県代表の松広選手)

〈小学校団体戦〉優勝二柴b準優
勝二大和

〈小学校個人戦3人抜き)優勝=
成田洋ー(大和)谷泌i秀典(白j竜)
大里子広市(柴)じ準優勝=岡本誠
次(長浜)岩旧雄三(喜多灘)平
田浩康(白滝)
(中学校個人戦〉優勝二塩野博文
(長浜中) [>準優勝=岩城公司

(長浜中)

大会の結果
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総
務
費
小
浦
・
下
平
地
区
お
よ
び

仁
久
地
区
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
組
合
へ

の
補
助
に
一
千
十
二
万
八
千
円
。

民
生
費
ム
ブ
坊
の
橋
立
浜
(
マ
ゴ
ロ

ピ
地
区
)
飲
料
水
施
設
新
設
費
、
櫛
生

の
古
同
峯
地
区
道
路
舗
装
費
追
加
分
、
計

画
変
更
に
と
も
な
う
櫛
生
の
高
峯
地
区

道
路
新
設
事
業
費
・
高
峯
池
区
墓
地
移

転
事
業
費
減
額
分
黒
田
の
大
屋
地
区

道
路
新
設
費
な
ど
地
方
改
善
対
策
費
。

保
育
所
児
童
案
内
用
石
油
ス
ト
ー
ブ
十

一
台
分
購
入
費
五
十
八
万
三
千
円
。

四

万

四

千

円

農

林

水

産

業

費

農

協

が

事

業

主

体

に
な
り
ま
し
と
な
っ
て
穂
積
地
区
で
行
う
か
ん
き
っ

た

。

新

品

種

栽

培

モ

デ

ル

事

業

へ

の

補

助

金

A
7
同
の
補
に
四
十
八
万
六
千
円
。
内
滝
の
加
瀬
地

正
は
今
年
度
区
農
地
防
災
工
事
費
。
農
業
用
施
設
維

A
7
年
度
一
般
会
計
予
算
に
八
千
一
立
百
事
業
と
し
て
確
定
し
た
補
助
事
業
関
係
待
補
修
に
使
う
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

八

十

三

万

円

が

補

正

さ

れ

、

当

会

計

予

が

中

心

。

の

原

材

料

費

に

百

五

十

万

円

。

作

業

林

算
の
総
額
は
一
卜
五
億
三
千
二
百
四
十
お
も
な
使
い
み
ち
は
次
の
通
り
。
道
に
使
う
敷
砂
利
、
ヒ
ュ

l
ム
管
な
ど

|
|
i
l
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

語

道

断

、

い

や

し

く

も

西

田

代

議

士

の

適

切

な

指

導

に

よ

り

政

に

つ

い

て

町

長

施

政

方

針

演

説

の

概

要

公

務

の

執

行

に

忌

ま

わ

極

め

て

明

る

い

見

通

し

に

あ

る

が

、

何

町

議

会

を

は

じ

め

各

種

行

政

機

関

、

I
l
-
-
)

し
い
疑
惑
や
常
識
を
越
八
万
に
も
総
事
業
規
模
は
一
子
億
円
を
越
各
種
団
体
と
の
密
接
な
連
け
い
、
西
国

え
た
不
平
不
満
が
起
る
こ
と
の
な
い
よ
す
と
予
想
さ
れ
、
事
業
期
間
も
十
数
年
代
議
士
の
ご
指
導
援
助
を
仰
ぎ
、
総
合

う
自
ら
も
律
し
、
各
種
関
係
機
関
や
問
に
お
よ
ぶ
も
の
だ
け
に
、
全
町
民
一
丸
的
な
町
経
常
の
大
綱
に
つ
い
て
強
力
な

係
者
に
も
理
解
と
協
力
を
求
め
た
い
。
の
工
、
不
ル
ギ
l
の
投
入
が
必
要
と
考
え
意
志
統
一
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

③
経
営
的
感
覚
に
よ
る
効
来
的
な
行
る
の
で
ご
協
力
を
切
に
望
む
。
商
工
振
し
か
し
、
行
政
の
最
終
目
的
は
住
民

政

運

営

。

興

は

こ

の

事

業

と

不

離

一

体

で

あ

る

の

個

々

の

生

活

福

祉

に

あ

る

の

で

あ

る

か

む
だ
や
む
り
、
で
関
係
機
関
、
団
体
、
業
者
と
相
談
し
ら
、
そ
の
た
め
に
は
広
く
住
民
の
身
の

回
り
の
細
か
い
希
望
や
意
見
を

花

若

手

苧

也

閏

聞

を

こ

土

常

に

受

け

と

め

て

お

く

(

広

報

ぷ
J
U
Y

対
寸
Z
Lよ
日
H
Vヲ
yu--v

広
聴
の
)
必
要
、
が
あ
る
。
そ
の

住
民
一
丸
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要

1
3
1
U月
子

せ
て
満
足
頂
け
る
行
政
を
目
さ

し
た
い
。
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町
長
就
任
早
々
で
あ
り
年
度
中
間
で

も
あ
る
の
で
、
今
後
任
期
四
年
間
に
対

応
す
る
心
構
え
を
ひ
れ
き
し
、
ご
了
解

を
願
う
と
と
も
に
こ
批
判
、
ご
指
導
を

仰
ぎ
た
い
。

地
方
自
治
の
原
理
原
則
に
即
議
議

し
た
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

J
三

そ

の

ポ

イ

ン

ト

は

:

・

法

起

①
組
織
・
機
構
・
事
務
の
筒
仏
¥

素
合
理
化
、
小
数
精
鋭
主
義
、
ム
一
:

適
材
適
所
主
義
に
徹
し
た
職
員

1
J
b

配
置
に
よ
る
機
動
的
な
執
行
態
引
か
れ

勢

守

つ

く

り

。

そ

民

総

こ
の
こ
と
は
現
在
、
根
本
的
な
見
直

し
を
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

②
行
政
各
般
の
運
営
に
関
し
厳
正
公

平
、
普
遍
平
等
の
原
則
を
堅
持
す
る
こ

レ
ι
。最
近
、
公
共
機
関
に
お
け
る
汚
職
事

件
な
ど
不
祥
事
が
ひ
ん
ぴ
ん
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
言

一
一
宮
町
政
に
人
っ
て
初
め
て
の
定
例

町
議
会
が
十
月
二
十
三
日
か
ら
一
一
ト
五

H
ま
で
の
二
一
川
口
問
の
会
期
で
問
か
れ
、

-
日
目
に
は
胞
政
ト
刀
針
演
説
、
一
般
質
問

の
ほ
か
議
案
の
上
四
日
が
行
わ
れ
、
こ
の

う
ち
持
別
委
員
会
の
統
合
に
つ
い
て
の

議
員
提
出
案
件
は
即
日
原
案
通
り
可
決
、

A

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
町
提
出
の
二
一

議
案
と
陳
情
文
書
四
件
の
報
告
案
件
は

-
一
日
日
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
審
議
、

最
終
日
に
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
あ

る
い
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
最
終
日
に
は
正
、
副
議
長
が
辞

意
を
表
明
、
こ
れ
を
承
認
し
た
議
会
で

は
新
し
い
正
、
副
議
長
を
選
任
す
る
と

と
も
に
各
委
員
会
委
員
な
ど
の
組
み
替

え
も
行
っ
て
新
し
い
議
会
構
成
が
で
き

ま
し
た
。

海
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般

質
問
な
ど
の
お
も
な
内
容
は
次
の
通
り
。

災
害
復
旧
費
な
ど
補
正

一般会計

町
体
育
舘
の
屋
担
補
穆
費
も

非
効
率
的
な
施
策

や
経
費
を
排
し
、
有
効
適
切
な
も
の
は

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
効
率
高
い
経
営

的
な
行
政
運
営
を
進
め
た
い
。

積
極
重
点
的
な
産
業
経

済
振
興
策
に
つ
い
て

主
軸
は
新
長
浜
港
湾
の
建
設
を
中
心

と
す
る
流
通
基
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
で
あ
る
。

な
が
ら
適
時
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
い
。

農
林
水
産
業
は
国
、
県
な
ど
の
思
い

切
っ
た
農
政
の
改
善
に
待
つ
と
こ
ろ
が

多
い
が
、
町
と
し
て
は
行
政
上
の
措
置

と
し
て
何
が
必
要
で
あ
り
安
定
し
た
金

も
う
け
に
つ
な
が
る
か
を
よ
く
見
極
め

選
択
し
た
上
で
重
点
的
な
経
費
の
投
入

を
行
う
姿
勢
で
対
応
し
た
い
。

住
民
の
た
め
の
行

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
前
町

長
、
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
す
で
に

数
か
れ
て
い
る
本
年
度
の
路
線
を
受
け

つ
い
で
こ
れ
を
忠
実
に
執
行
す
る
と
と

も
に
、
私
の
攻
治
理
念
に
お
い
て
許
さ

れ
る
範
囲
の
肉
付
け
や
方
向
付
け
を
盛

り
込
ん
で
ゆ
き
た
い
。

の
原
材
料
費
に
百
五
十
万
円
。
長
浜
と

沖
浦
沖
へ
投
入
す
る
魚
特
設
置
い
事
業
費

追
加
分
。

商
工
費
白
滝
の
不
動
滝
調
査
委
託

費
に
二
十
万
円
。

土
木
費
町
道
路
面
補
修
工
事
な
ど

の
請
負
費
。
道
路
や
橋
の
維
持
舗
修
に

使
う
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
原
材
料

費
に
百
五
十
万
円
。
日
出
道
三
一
七
八
号
線

ほ
か
六
線
の
県
営
工
事
費
負
担
金
に
一

千
白
万
円
。
長
浜
港
湾
東
岸
壁
船
舶
給

水
施
設
工
事
請
負
費
。
下
水
道
維
待
工

事
請
負
費
。
ド
水
道
新
設
改
良
工
事
請

負
費
。
小
浦
団
地
汚
本
処
理
場
修
理
ム
お

よ
び
出
海
の
公
営
住
宅
修
繕
代
な
ど
住

宅
管
理
費
に
百
万
円
。

消
防
費
大
和
八
万
団
用
ホ

l
ス
乾
燥

広
一
基
設
置
工
事
請
負
費
。

教
育
費
教
員
住
宅
風
呂
場
設
置
お

よ
び
補
修
工
事
請
負
費
。
社
会
教
育
関

係
団
体
育
成
補
助
に
三
十
三
一
万
円
。
町

体
育
館
屋
根
補
修
工
事
請
負
費
。

災
害
復
旧
費
こ
と
し
七
月
十
一
口

か
ら
十
三
日
に
か
け
て
の
豪
雨
に
よ
る

豪雨で土砂崩れした谷上線(豊茂)。これら急
を要するか所の復旧費が補正されました。

公
共
土
木
施
設
の
災
害
で
、
今
年
度
査

定
し
た
二
十
六
か
所
の
う
ち
町
道
ド
平

線
(
ド
須
、
戒
)
ほ
か
急
を
要
す
る
八
万
の

復
旧
費
。



駅
対
策
持
別
委
員

会
の
一
二
委
員
会
を

「
地
域
開
発
事
業

特
別
委
員
会
L

に

統
合
す
る
こ
と
に

発
特
別
委
員
会
の
委
員
長
に
は
菊
地
満

男
氏
が
選
任
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
議

会
構
成
が
左
表
の
通
り
で
き
上
が
り
ま

し
た
。

張
に
係
る
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
」
|

以
上
四
件
の
陳
情
文
書
は
い
ず
れ
も
受

理
探
択
、
町
理
事
者
に
送
付
し
て
芹
処

方
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

流
通
基
地
開
発
の
総
合
的
推
進
め
ざ
し

圃
判
明
閣
閣
鷹
市
川
団
閣
』
に
一
本
化

国
道
特
別
委
は
産
建
委
に
統
合

今
後
の
長
浜
町
政
の
最
重
点
施
策
で
な
り
ま
し
た
。

あ
る
流
通
基
地
開
発
事
業
を
総
合
的
に
、
ま
た
、
残
る
国
道
整
備
促
進
特
別
委

よ
り
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
町
議
会
員
会
は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
統
合

で
は
こ
れ
ま
で
設
け
て
い
た
長
浜
大
洲
さ
れ
、
こ
れ
で
持
別
委
員
会
は
地
域
開

地
区
工
業
開
発
委
員
会
、
長
浜
新
港
湾
発
事
業
持
別
委
員
会
だ
け
と
な
り
、
一

建
設
推
進
特
別
委
員
会
、
予
讃
線
長
浜
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

R 1 1368 K H Z 
R 2 1035 K H Z 

R 1 1584 K H Z 

R 1 846 K H Z 
R 2 1602 K H Z 

R 1 1341 K H Z 
R 2 1539 K H Z 
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陳

情

文

4
件

い
ず
れ
も
受
理
採
択

主目

か

の

ヲ

て

八幡浜

辺

宇和

宇和島

マ
水
道
事
業
会
計
に
二
百
五
十
九
万

八
千
円
を
補
正
。
使
い
み
ち
は
、
こ
と

し
の
夏
の
干
ば
つ
の
際
、
浄
ル
小
池
の
取

水
ポ
ン
プ
の
補
強
、
漏
水
か
所
の
調
査

を
行
っ
た
経
費
。

マ
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
九
十

一
万
五
千
円
を
補
正
。
使
い
み
ち
は
、

同
じ
く
こ
の
夏
の

F
ば
つ
の
際
、
櫛
生

地
区
と
戒
川
の
樫
谷
地
区
へ
の
応
急
対

策
費
、
青
島
地
区
簡
易
水
道
竣
工
式
経

費
の
一
部
補
助
ー
な
ど
。

土成

大
越
の
奥
野
義
矩
(
受
益
者
代
表
)

さ
ん
と
長
浜
町
森
林
組
合
長
理
事
の
徳

山
広
見
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た

「
休
道
叶
松
J
足
山
線
早
期
開
設
に
つ

い
て
L

マ
長
浜
町
森
林
組
合
長
理
事
の

徳
山
広
見
さ
ん
か
ら
の
プ
ン
イ
タ
ケ
共

同
選
別
場
設
置
助
成
に
つ
い
て
」
「
協
業

セ
ン
タ
ー
設
置
助
成
に
つ
い
て
」
マ
長

浜
小
学
校
教
育
推
進
協
議
会
会
長
の
岡

成
美
さ
ん
・
同
校
P
T
A
会
長
の
日
高

照
友
さ
ん
・
同
校
校
長
の
三
井
前
さ
ん

ら
三
者
か
ら
の
「
長
浜
小
学
校
校
地
拡

R 1 846 K H Z 
R 2 1035 K H Z 

R 1 792 K H Z 
R 2 1539 K H Z 

R 1 963 K H Z 
R 2 1512 K H Z 

R 1 792 K H Z 
R21476KHZ 

就任のあいさつをする

大成副議長

開発特別委員長には菊地氏

新居浜

ム口、、イ

H刊

IlJ 

新しい議会構成できる

メヘ
フ

干公

大

f受け付け・試験~いつでも受け

付け中でそのつど実施。

。自衛隊生徒

〈資格)=来年の春に中学校を卒業

する方。

〈受け付け)'=-ことし12月23日まで。

く試験?~第 I 次は54年 1 月 5 円。

第2次は54年 1片141::l. 15l:l" 
oくわしくは
長浜町役場住民課または大洲募集

事務所 (08932~4~4123) へc

A
7
議
会
最
終

日
の
二
十
五
日

に
は
、
菊
地
満

男
氏
が
一
身
上

の
都
合
に
よ
り

議
長
を
辞
職
し

た
い
旨
を
表
明
、

こ
れ
を
承
認
し

た
議
会
で
は
白

治
法
に
基
づ
く

指
名
推
せ
ん
に

よ
り
、
新
し
い

議
長
に
問
団
田
和

夫
氏
(
四
七
・

柴
)
を
万
場
一

致
で
選
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
れ
に
続
い
て
堤
正
和
氏
が

副
議
長
を
辞
職
し
た
い
旨
を
表
明
、
承

認
さ
れ
て
新
し
い
副
議
長
に
は
大
成
淳

氏
(
五
三
・
豊
茂
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
長
と
副
議
長
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
よ
り
各
委
員
会
な
ど
の
構
成

替
え
も
行
わ
れ
、
こ
の
議
会
で
特
別
委

員
会
を
統
合
し
て
、
今
後
の
町
政
の
最

重
点
施
策
で
あ
る
流
通
基
地
開
発
事
業

な
ど
開
発
関
係
を
一
手
に
担
う
地
域
開

議 長 1人 楼田和夫

高リ E義 長 1人 大成淳

常 総 務 6人
。二宮義徳 O西宮正幸神山栄治郎久井
貞治郎塚木弘基棲田和夫

{壬

委 文教厚生 7人
。堤正和 O山本薫東正行津田龍雄

員
菊地満男中川喜代志大成{享

之Z2〉Z、
J;g業建設 7人

。大本春明 。城戸岡政推和旧永吉小川

{義三郎二宮英二矢野 n男 ，宮泰忠

議 員 d-r L 5人
。一宮泰忠大成淳 J宮義徳堤正和

大本春明

議会運営委員 5人
。一宮泰忠大成淳二宮義徳堤正和

大本春明

住宅入居者
7人
堤正和西宮正幸大本春明二宮義徳

選考委員 J宮泰忠、菊地満男楼旧和l犬

臣EとE オはて ち牙だミ タ昌=さ 1人 矢野一男

大洲、喜多衛生
2人 慢旧和夫一宮奈忠

組合議員

都市計画
4人 懐旧和夫 二宮義徳城戸岡政雄西宮正幸

審議委員

地域開発事業
。菊地満男 O城戸岡政推堤正和津田

持別委員
10人 古~t佐 官:奈忠久井貞治郎 二宮英二て

官義徳ノj、Illj義三郎 中川喜代志

大組洲浜合市田j議、外喜員4 多郡長 か匝] 1人 懐旧和夫 」本す

0は副委員長

表

。は委員長または会長

成手蕎

自衛隊ではとだ今、 2等陸・海 空土およ

びrr衛隊生徒を募集中です。募集条件の概要
は次の通り。

。 2等陸・海・空士

《資倍)~中学校卒業以上の方で、満18歳か
ら24歳までの男の点。(③年齢は入隊時)

d会為

.". 
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ム
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4-

覇軍震時

第
三
固
定
例
会
で
は
堤
正
和
氏
と
小

川
儀
三
一
郎
氏
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
実
現

し
て
ゆ
く
こ
と

J
町
将
来
の
展
望
J

堤
議
員
・
①
新
町
長
は
長
浜
町
の
将

来
像
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
夢
や
抱

負
を
持
っ
て
い
る
か
。

②
新
町
長
の
町
政
に
取
り
組
む
基
本

的
な
も
の
の
う
ち
③
議
会
お
よ
び
町
職

員
に
対
す
る
姿
勢
⑪
新
港
湾
流
通
基
地

建
設
事
業
の
見
通
し
、
構
想
、
計
画
。

町
民
の
声
を
町
政
に
繁
栄
す
る
た
め
の

取
り
組
み
方
ー
を
一
不
さ
れ
た
い
。

二
宮
町
長
・
①
こ
れ
ま
で
に
皆
さ
ん

か
ら
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
着
実

に
一
つ
↓
つ
実
行
し
て
ゆ
く
こ
と
が
夢

で
あ
る
。
実
現
の
た
め
に
ご
協
力
項
き

た
い
。②
の
④

1
議
会
に
対
し
て
は
緊
山
信
な

連
携
を
と
り
な
が
ら
意
志
の
疎
通
を
図

っ
て
運
営
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
職

員
に
対
し
て
は
次
の
三
点
を
問
題
点
と

し
て
提
起
し
て
い
る
。
第
一
点

l
町
長

以
下
全
職
員
は
公
務
員
の
自
覚
と
使
命

感
を
も
っ
て
規
律
を
厳
守
、
執
行
態
勢

や
こ
と
ぱ
使
い
な
ど
に
留
意
を
し
、
礼

儀
正
し
さ
を
忘
れ
ず
、
真
の
公
撲
と
し

て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
。
第

二
点

l
予
算
の
執
行
は
適
正
化
を
図
り
、

可
能
な
限
り
む
だ
を
省
い
て
町
財
政
の

効
率
運
営
を
図
る
こ
と
。
第
二
-
点
H
H
人

事
に
つ
い
て
は
能
率
第
一
主
義
。
人
事

異
動
や
昇
給
昇
格
な
ど
に
つ
い
て
は
公

正
を
期
し
て
ゆ
き
た
い
。
職
員
採
用
に

つ
い
て
は
完
全
な
試
験
採
用
と
し
、
特

殊
技
能
者
以
外
は
資
格
任
用
は
し
な
い

方
針
。こ
の
ほ
か
と
く
に
、
職
員
の
教
育
研

修
、
明
る
い
職
場
(
役
場
)
守
つ
く
り
に

努
め
る
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。

②
の
⑪

l
ま
だ
詳
細
に
説
明
で
き
る

段
階
で
は
な
く
、

A
7
凶
新
し
い
議
会
構

ム一品盤臨盟翠誼 5義

成
が
で
き
上
が
り
ま
す
と
直
ち
に
活
動

を
開
始
し
て
逐
次
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上

げ
、
実
行
に
向
っ
て
努
力
し
た
い
。

②
の

0
1世
論
調
査
な
ど
を
行
う
と

か
、
各
種
会
合
に
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的

に
参
加
す
る
。
重
要
案
件
に
つ
い
て
は

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
集
っ
て
項
い
て
意

見
を
聞
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
議
員
の
皆
さ
ん
は
町
民
の

意
志
を
代
表
し
て
い
る
の
で
当
然
、
議

会
を
最
重
視
し
て
ゆ
く
。

適
正
人
員
数
を
検
討

不

足

あ

れ

ば

採

用

J
今
後
の
町
職
員

J

堤
議
員
・
公
募
の
凶
覧
が
出
さ
れ
て

間
も
な
く
公
募
無
期
延
期
と
な
っ
た
五

十
三
年
度
町
職
員
採
用
試
験
の
要
項
は

男
女
の
別
や
人
数
が
明
確
で
な
か
っ
た

り
、
受
験
資
格
年
齢
の
上
下
の
差
が
卜

二
歳
も
あ
っ
た
が
な
ぜ
か
。
第
一
次
試

験
は
ど
ち
ら
に
重
点
を
置
く
の
か
。

ま
た
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
採
用
方

法
で
実
施
す
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
こ
れ
ら
の
不
子
際
は
、

町
長
就
任
早
々
の
た
め
内
部
の
意
志
の

疎
通
を
欠
い
だ
た
め
で
あ
り
私
の
責
任

で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

一
次
と
二
次
試
験
の
関
係
は
い
、
ず
れ

も
重
要
で
、
一
次
で
あ
る
程
度
ふ
る
い

落
と
し
て
二
次
で
再
度
選
考
す
る
の
が

正
し
い
方
法
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
地
方
の

自
主
財
政
は
か
な
り
窮
迫
し
て
い
る
こ

と
か
ら
各
自
治
体
と
も
経
費
節
減
を
真

剣
に
考
え
て
お
り
、
む
だ
を
省
い
て
ゆ

く
考
え
が
た
い
へ
ん
強
い
が
、
私
も
全

く
同
じ
考
え
で
お
り
少
数
精
鋭
主
義
で

つ
ら
ぬ
い
て
ゆ
き
た
い
。
そ
こ
で
現
在

長
浜
町
の
適
正
人
員
は
ど
の
程
度
か
を

検
討
中
で
あ
り
、
こ
の
結
果
に
よ
り
必

要
で
あ
れ
ば
採
用
す
る
が
、
必
要
で
な

け
れ
ば
採
用
し
な
い
。

ま
た
、
採
用
方
法
に
つ
い
て
は
厳
正
と
っ
て
は
ど
う
か
⑦
最
終
決
定
の
前
に

公
平
で
対
処
、
ま
ず
県
の
人
事
委
員
会

P
T
A
の
要
望
を
受
け
入
れ
る
考
え
は

方

式

を

取

り

入

れ

た

い

。

あ

る

か

0

4

5

ロ

ピ

芝

〕

j
戸
ド
石
丸
教
育
課
長
-
①
(
詳
細
に
経
過

F
h
U
F
O
t
I
R
υ
U
5
4
2

の
説
明
を
行
い
)
以
上
の
通
り
で
あ
る

四
刊
早
川
、

b
屯
払
凡
ロ
月
末
ま
で
が
、
長
中
に
次
ぐ
大
事
業
で
あ
り
試
考

l
可
t
J
C

「
ノ
ピ
川
内
に
計
画
完
了

、
，
J

J

錯
誤
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
財

J
長
小
校
舎
改
築
J

攻
あ
る
い
は
具
体
的
な
校
舎
の
内
部
な

堤

議

員

長

浜

小

学

校

改

築

に

つ

い

ど

に

つ

い

て

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

で

十

分

検

増

設

要

す

ほ

ど

児

て

①

進

ち

よ

く

状

況

(

教

育

課

長

に

)

討

を

し

、

そ

の

上

で

町

議

会

の

産

業

建

童

数

の

増

加

な

し

②
着
工
年
月
日
、
完
成
予
定
年
月
③
一
建
設
委
員
会
、
文
教
厚
生
委
員
会
な
ど
に

築
規
模
④
第
三
校
舎
が
改
築
の
対
象
と
提
出
す
る
よ
う
な
段
取
り
で
、
十
二
月

J
小
浦
地
区
の
保
育
対
策
J

な

ら

な

い

場

合

は

南

ミ

m
h
A
g号

沿

麟

欝

議

築

末

を

メ

ド

に

今

後

真

堤

議

員

小

浦

団

地

の

建

設

に

よ

り

修
の
意
志
が
あ
る
付
o
日

エ

ダ

ム

韓

議

改

剣

に

取

り

組

ん

で

ゆ

ト

南

地

区

に

は

保

育

の

必

要

な

子

ど

も

あ

る

と

す

れ

ば

ど

の

三

三

一

綴

三

七

議

議

々

き

:

o

Z
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

よ
う
に
考
え
て
い
る

J
K
J
J
L
弱
繋
暗

U
I町
長
②
五
同
地
区
に
は
現
在
有
る
私
立
幼
稚
園
を

か
⑤
狭
い
運
一
動
場
を

ω……川以内必
rlk二
議

zFU一
級
ざ
十
四
、
五
十
五
年
度
包
合
し
た
計
画
で
の
町
立
幼
稚
園
を
考

二可
v
d
d
f九
戸

ぬ

γ

ん
什
人
民
齢

3

こ
の
際
に
拡
張
で
き

a
f
j
~

、P繋勺
γ

ぷ
十
九
…
一
ー
~
自
の
二
年
で
完
成
し
た
え
て
は
ど
う
か
。

3

r

i

r
勃
渋
川

pjiyuruhい
い
に
を

な
い
そ
そ
の
子
、
だ
…
九
台
湾
ン
竺
ふ
と
給
関
れ
パ

γ
成
い
③
検
討
中
④
新
し
二
宮
町
長
(
町
の
調
べ
で
は
)
現
時

で
は
な
い
か
⑥
プ

11γ
恥

¥~1J
繍

欝

欝

完

o

く
建
つ
も
の
と
の
パ
点
で
は
増
設
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
要
保

ル
に
つ
い
て
は
ど
う
九
日
十
泳
三
仁
村
議
離
閥
的
時
喝
一
フ
ン
ス
を
損
な
わ
な
育
児
童
は
ふ
え
て
い
な
い
o

す
で
に
幼

考
え
て
い
る
か
。
構

u
h…
議
ぺ
轡
鱗
鱗
盤
拡
引
い
い
改
修
を
し
て
ゆ
く
稚
園
の
あ
る
地
域
ヘ
増
設
し
て
、
は
た

怨
は
っ
。
プ
l
ル
を
一
白
川
%
J
U
r
y
h
J
r
j
向
山
総
繍
鱒
欝

o

ん
計
画
で
進
め
て
い
る
し
て
入
国
す
る
児
童
が
あ
る
の
か
ど
う

二

階

に

設

け

、

地

下

一

主

主

ヲ

…

プ

J
錦

織

景

唯

⑤

語

、

校

区

選

手

問

題

で

あ

り

検

討

中

で

あ

る

。

将

を
壁
早
場
に
し
て
償

LTI古
川
丸
山
色
鋭
機
機
性
齢
百
一
さ
ん
か
ら
陳
情
書
来
そ
の
必
震
は
が
生
じ
た
場
合
は
そ
の

還
し
て
ゆ
く
方
法
を
抱
一
一
川
町
一
裕
一
一

Yみ
ぶ
長
計
も
出
て
い
る
の
で
真
時
点
で
皆
き
ん
と
相
談
し
て
決
定
し
た
い
o

室
四
部
制
を
六
部
制
に
改
革
し
、
す
べ

て
の
状
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
徹
底
し

た。
兼
務
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
留
意
し
て

い
さ
さ
か
も
町
行
政
に
停
滞
の
な
い
よ

う
努
力
し
た
い
。
前
西
田
町
長
、
菊
地

町
長
に
も
若
干
の
兼
務
期
聞
が
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
で
き
る
限
り
早
い
機
会
に

専
任
の
組
合
長
を
つ
く
る
よ
う
努
力
し

た
い
。気
持
ち
の
上
で
は
小
川
議
員
の
意
見

を
尊
重
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
が
、

農
協
の
運
営
は
理
事
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
組
合
長

そ
の
他
の
人
事
な
ど
に
つ
い
て
も
理
事

会
で
決
定
す
る
の
が
常
道
で
あ
り
、
役

員
会
で
相
談
し
な
が
ら
も
の
を
進
め
て

ゆ
く
以
外
に
方
法
は
な
い
。

役
員
会
決
定
に
ゆ
だ
ね

非
常
勤
組
合
長
で
対
処

J
町
長
の
組
合
長
兼
任
に
つ
い
て
J

小
川
議
員
・
:
二
宮
町
長
は
農
協
組
合

長
兼
任
を
や
め
て
町
長
職
に
専
念
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
任
期
ま
で
両
方
と

も
や
る
考
え
か
、
次
の
農
協
総
会
ま
で

か
、
出
た
と
こ
ろ
勝
負
の
無
責
任
な
考

え
か
。二
宮
町
長
・
こ
の
こ
と
は
極
め
て
重

要
な
こ
と
な
の
で
、
去
る
十
月
九
日
に

役
員
会
を
開
い
て
検
討
し
た
結
果
、
農

協
も
た
い
へ
ん
重
要
な
時
期
で
あ
る
の

で
非
常
勤
組
合
長
と
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
よ
る
内
部
態
勢
補
充
の
た
め
常

務
理
事
を
一
人
ふ
や
し
た
。
ま
た
、
一

剣
に
取
り
上
げ
対
処
し
た
い
⑥
ま
だ
検

討
の
段
階
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
校
舎
に

引
き
続
い
て
整
理
を
し
た
い
⑦
可
能
な

限
り
は
取
り
入
れ
た
い
。

な
わ
、
今
後
の

H
程
に
つ
い
て
は
、

十
二
月
末
ま
で
に
は
計
画
を
完
了
し
、

皆
さ
ん
方
(
議
会
)
に
も
相
談
し
た
い
。

積
極
的
に
意
見
伺
う

J
町
政
研
究
討
論
の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
J

小
川
議
員
・
・
・
町
政
全
般
の
問
題
を
研

究
討
論
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
は
ど
う

か
。
理
事
者
も
議
員
も
町
政
の
各
分
野

に
つ
い
て
研
究
が
不
十
分
で
あ
る
と
思

う
の
で
卜
分
に
研
究
し
、
ま
た
、
関
係

者
の
衆
知
も
結
集
し
て
最
善
策
を
創
造

し
て
町
政
の
中
で
現
実
化
す
る
よ
う
講

じ
て
ゆ
く
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

二
宮
町
長
固
い
ろ
い
ろ
考
え
方
が
あ

る
と
思
う
が
、
仕
事
に
直
接
関
係
が
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
の
方
か

ら
意
見
を
伺
い
、
皆
さ
ん
か
ら
提
言
が

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
真
剣
に
取
り

上
げ
て
意
見
を
同
い
た
い
。
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5年と10年でlまぼ同額lこ
70歳からは差びちく一方

国民年金60歳から受給した場合

声…最近、 65歳まで待たずに60歳からIJiI
t( 年金を受ける人が多くなって~"~ると聞き
ますが、受給率から考えろ左損をするし、

寿命の長さは分からないものであるので私

も迷っています。そこで、数字的にi刊をあ
げて年数と受給額1T)剖合を説明して漬け〈よ

いでしょうかじ (…一七射)

お答え…迷われるお気侍ちもよく分かり

ますので次の例をごらん項き、参考になさ

ってみてくだ占いっ

ご承知のように65歳かλびすとi両「支(100

%)に支給される年金も、 60歳からですと

現行法では死亡?るまでその58%の室長しか

支給されません。

したがって、 65歳がら支給される年企鋲

を{反りに年10万円とし-計算しますと、 60

歳からの17の年金;主5万8千I'Jとなります。
ごれを年数的に兄てみますと、 107)円を

65歳か 1)69歳まで受給するとこの5年間に

受給した{f-金額の合計は50万円、 }j、5

董遣選釜三品--ニム皐筆盛鐘量醤

万8千円の年金を60歳から69歳まで受給す

るとその10年間に受給しと年金吉良の合計は

58万円 Rなり、 5年と 10年でほぼ阿績とな

ります。

しかし、それ以後、すなわち70歳以後か
ら死亡するまでは、一方は10JJ円、他の一

方は5h8千f'lずつの支給が続くごとにな
り、明らかに毎年4万2千円ずつもの差が

ついてゆくことになります。仮りに70歳以
後79歳まで生きたとすると、その10年間には

42万円もの差が出てぐる計算になるわけでネす。

さて、あなたならどちらを選lまれますか?

dat-qk-q金
目
号
、
と
号
、
‘
.
司
、
、
民

q
E
E
S
E
q
¥と
雪
量
富
山
、
主
号
、
主
司
、
A
C
U
S
E
S贈号、
b
3
3
3
u、
と
翌
日

EFO位置一一括
E
S
C
E司、世田
S
E
S
E
S回目
FbAE
号
¥
と
お
お
忠
嗣
割
合
AEos-Rq

室率羽田区

長浜患の中の新!日大橋

選~今月の声四一一週離料

こ
の
欄
は
、
あ
な
と

の
声
に
お
符
え
す
る
、

あ
ろ
い
は
、
あ
士
た
の

声
を
ご
紹
介
す
る
ペ
ー

ジ
で
す
。
古
陀
按
お
七
一
ず

ね
が
あ
っ
た
こ
と
、
町

の
中
で
ふ
と
耳
に
ふ
れ

た
あ
な
と
の
げ
声
μ

も

ス
ク
ー
プ
}
二
、
い
ま
す
。
お
互
い
生
活
を
し

て
山
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
ー
が
あ
り
ま
す
♂

と
く
に
町
の
し
ご
し
乙
で
わ
か
一
つ
な
い
こ
と
や

不
満
↓
一
と
、
J

一
立
見
が
あ
り
ま
し
た
円
、
こ

の
ぺ
、
ン
が
あ
る
こ
と
を
思
リ
出
し
て
明
き
、

と
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

戸川
くくくにくく〈くく《

今月の

声の箱もご活
用ください

声…農業委員のうち、議会推せん委員の

推せんの方法、人選のしかたはつ

(...無記名)

お答え…ごの芦につきましては町長改選 E 
期などの関係で、お答えが売いヘ人遅れま ミ
しなことを、まずもっておわびrpし上げ、 言
回答させて]真きま「。 語

現在の田I農業委員会の構成 人 ミ
は選挙による者10人、農業同 ヨ主 主
体の役員のうち団体長が推せ 昌 E 
んする者2人(町青果農協と +7'1 ~ 
喜多農業共済組合から各 1)、 議 !1!~ ~ 
そして、議会から推せんずる 歪藷~ ~ 
者5人.の合計17人となっナ ~~ /-A ョ

ー :せヱミ
むり、これらは法律で決めり Z → 言

ハー ザ7、弘 、土

れどいるもので仁 (/) (. 主
このうち議会推せんの人選農十 ミ
については、農業委員の往事業ノ¥ 員
は農地の売買、貸借、地目変 警 )]~ ~ 
更、農政に関ずるものなどが需 に 3 
あり、とくに農地(田や畑、 ど -l-b.. ~ 
県椅|司など)は所有者の巾諸 心 ?t i 
により委員会で審議されるも て 日T ぎ
のですが、境界や水利権(水 ミ
田などの農業用水)の紛争調 さ

停は現地を見なけれ:王審議できなけことも ヨ
あり、各地区の実情をよく矢口 J 亡げる方で さ

Jとスムーズに審議もできることなどから、さ

このような待殊な条件なども考慮し、議会員

の全員協議会で、卜分な検討がなされどから 言
1(tせんされるわけです。 S 
現(fO)社会情勢から専業農家11減少しつ 言
つありますので、農業委員17人の方は宰業 害
者と兼業者に分かれており、さらに兼業者 S 
にしても自家労力、年齢、後継者不在など 3 
の理由lこより経営が小規模となっごいる方 E 
も推せんや選挙による委員となることもあ さ

り ます。'"v h 

支通事故最多発の月 5 
12' 1 i主年中市も交通事故の多け月です。 3
とくに年末はドライパーも歩行者も気分 量
的;こ何かとあわただしくなります。一方で、 言
は交通渋滞がひんはんに起き、気せ、わしさ 立
とイライラグ高ピ、とも;れlまスピードの き
出し過ぎ、無理な追越しなど違反運転が目 三
立つようになりますυ 5 
一方、酒をuXむ機会が多くグンとふえる 富
のが飲酒運転です。(的、酒運転は12月1U ~ 
から免許取り消し) <れ守れも注意を F き

ヨ圃圃置富田・・E翠~

ど
っ
さ
り
初
句

)
)
)
)
)
 

俳
句
ポ
ス
ト
初
問
き

(
(
(
(
(
 

中
央
公
民
館
が
十
月
初
め
に
町
内
五

か
所
に
設
置
し
た
寸
俳
川
ポ
ス
ト
一
の

か
ん

J

L

第
一
回
関
口
閣
が
同
月
末
に
行
わ
れ
た
結

果
、
全
部
で
七
十
何
も
の
投
句
が
あ
り
、

そ
の
趣
の
濃
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
と
と

も
に
関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
士
す
。

と
く
に
今
凶
以
臼
滝
の
観
光
、
ン
1

ズ

ン
を
台
ん
三
一
付
楽
期
で
も
あ
っ
な
こ
と

か
ら
か
町
外
や
県
外
の
方
の
作
品
が
二

十
一
旬
も
見
ら
れ
、
外
の
人
の
目
に
映

コ
た
わ
が
町
、
が
と
て
も
そ
ぼ
く
に
う
か

が
え
興
味
を
そ
そ
り
ま
す
。
ア
て
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま

L
I
f
t

滝
し
ぷ
主
し
ぶ
き
の
中
か
ら
秋
の
煤

松

前

町

重

松

一

二

省

紅
葉
に
雄
滝
雌
E

滝
も
照
り
映
え
て

新

居

浜

市

近

藤

好

史

ふ
と
止
り
水
事
音
聞
く
紅
葉
狩
り

津

島

町

岩

城

恵

徳

ほ
う
た
れ
の
釣
果
ポ
ス
ト
ヘ
第
一
旬

松

山

市

石

井

丞

大
橋
に
波
た
ゆ
と
う
て
秋
光
る

山
形
県
来
タ
上
川
町
菊
池
柳
翠

わ
く
ら
葉
を
そ
っ
と
持
ち
ゆ
く
初
時
雨

大

洲

市

山

中

芳

雄

な
お
、
こ
の
俳
句
ポ
ス
ト
に
投
句
さ

れ
た
作
品
は
「
句
会
報
な
が
は
ま
」
に

掲
載
、
配
付
へ
役
句
者
、
各
機
関
や
団

体
、
グ
ル
ー
プ
へ
)
さ
れ
ま
す
。

投
句
は
学
生
、
一
般
を
間
わ
ず
だ
れ

で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
で
い
ま
す
。
ふ

る
コ
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

寸
ま
ち
の
宝
」
は
、
今
回
は
お
休
み
し

キふ

?
u
h
~
。
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私
た
ち
は
だ
れ

で
も
幸
福
な
生
活

を
お
く
り
た
い
と

い
う
願
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ

は
だ
れ
も
が
持
っ

て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
が
寸
人
権
L

で
す
。し
か
し
、
現
実

の
生
活
の
中
で
は

こ
の
人
権
の
侵
き

れ
て
い
る
例
が
あ

ま
り
に
も
多
い
こ

と
か
ら
、
人
権
を

守
る
こ
と
を
世
界

に
訴
え
た
の
が
一

九
四
八
年
(
昭
和

二
十
三
年
)
十
二

月
十
日
の
第
三
回

1
!
l
l
/
;

国
際
連
合
総
会
の

司奇ペい

lJ:席
上
で
の
「
世
界

;
3
h
γ
曜

人

権

宣

言

L

で
す
。

本

埜

ポ

巴

こ

と

し

は

こ

れ

が

ぺ
九
州
夜
恥
L

一1
2
u

fuバ
V
I
L

採
択
さ
れ
て
満
三

十
年
に
当
た
る
こ

と
か
ら
、
と
く
に
力
を
入
れ
て
こ
の
た

め
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
五
十
三
年
度
と
五
十
四
年
度

の
二
年
間
、
法
務
省
か
ら
寸
人
権
モ
デ

ル
地
区
L

に
指
定
さ
れ
て
い
る
私
た
ち

の
町
で
も
、
こ
の
こ
と
に
積
極
的
な
対

応
を
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
愛
媛
県
下
で
人
権

侵
犯
事
件
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も

の
は
四
百
三
十
件
(
そ
の
内
い
や
が
ら

せ
は
コ
二
%
で
最
も
多
い
)
、
ま
た
人

権
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
し

四
月
一
日
か
ら
十
月
末
日
ま
で
の
長
浜

町
で
の
人
権
・
法
律
相
談
の
利
用
者
は

四
十
二
件
に
及
ん
で
い
ま
す
。

と
な
り
近
所
の
い
や
が
ら
せ
、
借
地

・
借
家
、
家
族
聞
の
問
題
、
相
続
、
交

通
事
故
、
登
記
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
か
ら
む
人
権
問
題
で
お
悩
み
の

泣き寝入りせず相談所・擁護委員へも

方
は
、
お
気
軽
に
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
か
法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

O
熊
野
能
ハ
雄
さ
ん
(
長
浜
)

。
平
田
三
盛
さ
ん
(
出
海
)

。
土
居
孝
童
さ
ん
(
柴
)

任
意
加
入

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
、
国
民
年
金

に
は
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
っ
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
様
の
場
合
は
、
必
、
ず
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
任
音
川
で
、
す
な
わ
ち
自
分
の

自
由
意
志
で
加
入
し
て
も
し
な
く
て
も

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

ご
主
人
の
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や

覇

鶴

題

関

護

費

¥

共

済

制

度

調

轍

纏

麓

購

韓

議

で

、

あ

る

璽

司

選

埼

立

奥

程

度

の

保

欝

於

ぺ

人

以

の

障

が

得

ら

額
館
銀
隣
組
融
緩
伊
闘
問
〈
に
れ
る
た
め

輔

舟

古

川

鰯

購

鶴

.

一

と

い

う

璽
刀
、
三
ハ
リ
i
j
H
J
こ
と
か
ら

離
い
い
甲
羅

J
う
で
す
が
、

議
欝
穣
魁
鶴
露
鱒
噂

q
〓
〓
↓
し
か
し
、

そ
れ
は
奥
様
白
身
の
年
金
と
い
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
決
し
て
十
分

ま
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
奥
様
が
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
と
、
も
し
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
に
は
「
障
害
年
金
」
が
、
ま
た
、

不
幸
に
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
ご
主
人
の
加
入
し
て
い
た
年
金

制
度
か
ら
遺
族
年
金
、
国
民
年
金
か
ら

は
母
子
年
金
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
も
国
民
年
金

に
加
入
し
て
老
後
に
は
夫
婦
そ
ろ
っ
て

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
か

山
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま
吋

w

す

。

山

円
]

円
J
]口口

所

は

出

海

、

堀

口

出
晴
1
し
さ
ん
(
七
日

一
二
)
点
の
ミ
カ
ン
口

畑
。
つ
る
が
大
人
口

の

親

指

犬

。

コ

」

]

り

ゃ

あ

大

物

に

ち

[

が
い
な
い
」
と
夫
口

婦
で
慎
重
に
堀
っ
口

た
と
こ
ろ
現
わ
れ
口

い
で
た
る
デ
ヤ
ン
ロ

ボ
サ
ツ
マ
イ
モ
。

J

L

川
1
は
背
た
け
三
「
L

十
七
ベ
ヒ
y
プ
が
六
十
二

4
0
つ
づ
く
尚

2
は
パ
ス
卜
が
自
慢
口

で

五

十

八

七

九

以

下

わ

ず

か

、

ず

つ

小

柄

口

に
ま
っ
て
一
族
大
小
七
個
連
れ
、
合
わ

せ
た
重
さ
十
四
キ
ロ
。
そ
の
分
ミ
カ
ン

は
小
玉
だ
っ
た
の
で
は
つ

口

口

山

口

口

口

口

口

口

口

F

部
の
地
域
で

人
選
が
手
間
取
り

不
ぞ
ろ
い
と
な
っ

て
い
た
長
浜
町
交

〔

)

通
安
全
婦
人
指
導
員
が
こ
の
ほ
ど
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
た
め
、
町
]

で

は

十

一

月

九

日

[

大
洲
警
察
署
長
、
口

同
署
交
通
課
長
ら
口

の
指
導
に
よ
る
理
一
J

論
と
実
投
の
研
修
、

会
を
町
体
育
館
な
己

ど

で

開

催

。

口

学

校

児

童

生

徒

こ

の
登
下
校
時
の
旨

士

f

f

己

導
が
中
心
で
、
毎

月
二
十
日
の
「
交
戸
川
]

通
安
全
の
日
」
が
〔
」

活

躍

の

舞

台

。

「

]

奉
仕
に
感
謝
、

ご
協
力
を
0

(

写

「

真
は
実
技
研
修
す
己

る

指

導

員

)

口

婦
人
指
導
員
出

そ
ろ
い
」
附
陸
J

j
J
 

ヒ
ッ
プ
昭

ジ
ャ
ン
ボ
イ
モ

H

堀
ッ
田
ヨ
山

':)市、

仇 jb6i
マ c:::::::.竺グJJ、 円

.__-t./.-~ ヰ

連団
ノ.̂>-

の

:多彩m
言 ~第5回生活文化祭~ 主
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(
ド
須
戎
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表

ノ
メ
ノ
立一早

卒
業
中
小
中
小
業
中
小

日
赤
県
支
部
創
立
卯
周
年
記
念
大
会
で

団

体

次
の
方
々
お
よ
び
団
体
は
、
口
本
赤

十
字
社
事
業
に
紹
介
の
通
り
の
功
労
、
功

績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
卜
月
一
一
十

二
日
に
松
山
市
の
済
美
高
校
で
開
か
れ

た
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
創
立
九

十
周
年
記
念
大
会
の
席
上
、
そ
れ
ぞ
れ

白
石
春
樹
日
赤
愛
媛
県
支
部
長
か
ら
表

彰
、
あ
る
い
は
感
謝
状
な
ど
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

白
滝
小
学

校
(
現
在

l

黒
田
憲
治
校
長
・
生
徒
九
十
一
人
)
は
、

十
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
っ
て
日
本
赤

十
字
社
に
加
盟
し
、
青
少
年
赤
ト
字
の

活
動
に
い
ち
じ
る
し
い
功
績
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
寸
優
良
加
盟
校
」
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
昭
和
三
十
七
年
に
同
社
に
加

盟
、
一
円
募
金
、
古
切
手
や
ベ
ル
マ
ー

ク
の
収
集
、
施
設
慰
問
、
清
掃
、
そ
の

ほ
か
青
少
年
赤
卜
字
の
実
践
目
標
で
あ

る
健
康
、
安
全
、
奉
仕
、
国
際
理
解
と

白

滝

小

学

校

暫…m……一一一…判明醐叩幽叫幽幽描幽表

兵
頭
正
さ
ん
に

勲
四
等
瑞
宝
章

秋

の

叙

勲

で

政
府
は
「
文
化
の
日
」
の
十
一
月
一
二

日
に
五
十
三
年
秋
の
叙
勲
を
発
表
し
ま

し
た
が
、
叙
勲
、

賜
杯
受
章
者
三
一
一
千

九
百
一
二
人
の
中
に

長
浜
町
関
係
者
も

二
人
が
含
ま
れ
、

勲
二
等
瑞
宝
章
と

勲
四
等
瑞
宝
章
を

と

五

親
議
口
な
ど
の
活
動
に

活
躍
を
続
け
て
お
り
、

四
十
八
年
に
も
同
社

か
ら
表
彰
さ
れ
て
い

人

ま
す
。

下
須
戒
の

西
田
司
令
池
田
登

西
田
可
さ
ん

大
元
宗
一
さ
ん
に

(五

0
・
現
衆

担
色
有
功
章
L

議
院
議
員
)

1
写
真
右

1
は
、
十
年
以
ト
L

日
赤
の
分

区
長
を
務
め
同
社
業

務
に
多
大
な
功
績
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

ま
た
、
長
浜
卜
九
区

の
池
同
登
さ
ん
(
五

六

)
l写
真
左
上
ー

と
櫛
生
の
大
一
疋
宗
一

さ
ん
(
四
八

)
i写

真
左
下

l
は
、
一
A

一卜

凶
以
上
五
十
回
未
満

受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
け
ら
れ
た
の
は

大
野
量
平
さ
ん
(
七
一
)
と
い
う
方
で

本
籍
が
長
浜
甲
一
一
二
一
四
番
地
(
二
十
九

区
)
出
身
の
方
。
現
在
、
東
京
都
目
黒

区
碑
文
六
丁
目
に
在
住
、
元
東
京
学
芸

大
手
教
授
で
教
育
功
労
に
よ
り
受
章
。

ま
た
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
け
ら
れ

た
の
は
ド
須
戒
の
兵
頭
正
さ
ん
(
仁
一
)

l
写
真
H
H
で
、
兵
頭
さ
ん
は
元
宇
和
島

東
高
校
長
、
大
洲
市
教
育
長
な
ど
を
歴

任
、
教
育
功
労
に
よ
り
受
章
さ
れ
ま
し

た。

の
献
血
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
「
銀
色
有
功
章
」
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
凶
田
さ
ん
は
長
浜
町
長
を
務
め
ら
れ

た
昭
和
三
十
八
年
一
円
か
ら
四
十
九
年

九
月
ま
で
の
十
一
年
八
か
け
の
間
長
浜

町
分
区
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
池
町
さ
ん
は
昭
和
四
卜
三
年

に
初
め
て
献
血
を
し
て
い
ら
い
こ
れ
ま

で
に
三
卜
六
回
、
大
元
さ
ん
は
昭
和
四

十
J

年
に
初
め
て
献
血
し
て
い
ら
い
三

卜
七
回
献
血
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
町
内
で
同
章
を
受
け
ら
れ
た

方
は
分
区
長
勤
続
関
係
で
一
人
、
献
血

関
係
で
四
人
と
な
り
ま
し
た
。

献
血
叩
回
以
上
の
上
満
治
雄
さ

県
社
会
福
祉
大
会
で

窪
さ
ん
ら
三
人

次
の
方
々
は
紹
介
の
通
り
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
社
会
福
祉
の
向
上
に
功
労
あ

る
い
は
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

卜
月
二
十
五
日
に
松
山
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
第
二
十
六
同
愛
媛
県
社
会
福

祉
大
会
の
席
上
表
彰
、
あ
る
い
は
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
社

会
福
祉
協
議

会
長
で
あ
る
久
保
七
郎
さ
ん
(
六
五
・

長
浜
ト
一
一
区
)
は
、
社
会
福
祉
事
業
の

運
営
と
組
機
活
動
に
多
大
な
功
労
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
渡
辺
七
郎
愛
媛
県
社

会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。久
保
さ
ん
は
昭
和
四
十
一
年
か
ら
町

社
協
の
理
事
、
昭
和
五
十
年
か
ら
同
会

会
長
な
ど
を
務
め
、
社
会
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

久
保
七
郎
さ
ん

長
浜
町
民

生
児
童
委
員

で
あ
る
白
滝
の
瀧
内
昇
さ
ん
(
六

O
)

瀧

内

昇

さ

ん

次
の
方
々
は
献
血

を
二
一
十
回
以
上
行
っ

た
協
力
で
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

森
川
純
行
(
二
一
十
七
歳
・
白
滝
)

坂
井
靖
八
郎
(
五
十
七
歳
・
柴
)

池
田
登
(
五
卜
六
歳
・
長
浜
)

大
元
宗
一
(
四
十
八
歳
・
櫛
生
)

上
満
治
雄
(
一
二
十
川
歳
・
白
滝
J

ん
ら
五
人

H
本
赤
十

日
赤
長
浜
分
区

字
社
愛
媛
県

支
部
長
浜
町
八
万
ば
(
分
区
長
H
H
長
浜
町

長
)
は
、
昭
和
五
卜
一
一
年
度
ま
で
の
卜

年
以
上
に
わ
た
る
毎
年
、
社
費
の
目
標

額
を
達
成
す
る
成
績
を
納
め
た
功
績
に

よ
り
感
謝
状
を
綬
与
さ
れ
ま
し
た
。

は
、
多
年
に
わ
た
り
同
委
員
を
務
め
多

大
な
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
白
石

春
樹
愛
媛
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た。
瀧
内
さ
ん
は
昭
和
三
十
六
年
か
ら
同

委
員
を
務
め
、
と
く
に
低
所
得
者
の
更

生
指
導
や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

柴
の
窪
美

窪
美
恵
子
さ
ん

恵

r
丁

さ

ん

(
し
パ
二
は
多
年
に
わ
た
り
共
同
募
金
事

業
に
多
大
な
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
愛
媛
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

窪
さ
ん
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
三
卜

四
年
ま
で
、
ま
た
四
十
三
年
か
ら
再
び

民
生
児
童
委
員
を
務
め
て
い
る
ほ
か
、

母
「
福
祉
会
の
役
員
、
婦
人
会
長
な
ど

も
務
め
て
共
同
募
金
事
業
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
一
宮
政
夫
さ
ん

老
人
福
祉
功
労
で

上
老
松
の
一
A
E
V
U

政
夫
さ
ん
(
八
A

)

は
、
多
年
に
わ
た
り
老
人
福
祉
の
た
め

に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
九
月

十
四
日
、
渡
辺
七
郎
愛
媛
県
社
会
福
祉

協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

二
宮
さ
ん
は
昭
如
四
十
二
年
度
か
ら

地
一
氾
老
人
ク
ラ
ブ
「
老
松
会
」
の
会
長
、

昭
和
五
十
年
度
か
ら
は
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
副
会
長
な
ど
も
務
め
、
老
人

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
工
呂
正
男

大
山
岩
弘
さ
ん

青
少
年
健
全
育
成
で

現
在
、
長
浜
町
青
少
年
補
導
員
で
あ

る
長
浜
十
二
医
の
一
一
宮
正
男
さ
ん
(
五
六
)

と
同
三
十
六
区
の
大
山
岩
弘
さ
ん
(
同

八
)
は
、
多
年
に
わ
た
り
同
補
導
員
と

し
て
街
頭
補
導
に
積
極
的
に
活
躍
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
十
月
二
十
問
日
に
松
山
市

の
愛
媛
文
教
会
館
で
開
催
さ
れ
た
愛
媛

県
青
少
年
補
導
委
員
連
絡
協
議
会
五
周

年
記
念
大
会
の
席
k
、
fH行
春
樹
愛
媛
県

知
事
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

オ三
本ノド

課

長

統
計
の
進
歩
発
展
に
貢
献

役
場
の
森
議
課
長

(γ

立
五
・
現
在
住

民
課
)
は
、
多
年
統
計
業
務
に
力
を
尽

く
し
わ
が
国
の
統
計
の
進
歩
発
達
に
多

大
な
貢
献
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
十
月

二
十
七
日
に
岩
手
県
盛
岡
市
の
県
民
会

館
で
開
か
れ
た
八
王
国
統
計
大
会
の
席
上
、

荒
船
清
十
郎
行
政
管
埋
庁
長
官
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
広
報
係
長

町
役
場
文
書
広
報
課
の
山
下
回
広
広

報
係
長
(
一
二
L

ハ
)
は
、
広
報
業
務
に
、
水
年

専
念
し
そ
の
業
績
に
い
ち
じ
る
し
い
功

労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
月
十
八
日

に
石
川
県
金
沢
市
の
行
川
厚
生
年
金
会

館
で
開
か
れ
た
第
十
五
回
全
国
広
報
広

聴
研
究
大
会
の
席
上
、
小
林
与
二
A

次
日

本
広
報
協
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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医
学
の
発
展
進
歩
、

医
学
を
よ
り
現
実
の

も
の
と
し
て
ゆ
く
陰

に
は
、
基
礎
医
学
者

た
ち
の
白
夜
た
ゆ
ま

な
い
研
究
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
基
礎
医
学

者
た
ち
の
医
学
教
育

の
基
礎
と
な
る
解
剖

学
の
実
習
に
は
、
模

型
で
も
標
本
で
も
な

い
本
物
の
人
体
が
必

要
で
す
。

愛
媛
大
学
医
学
部

で
は
、
こ
の
た
め
の

人
体
(
ご
遺
体
)
を

提
供
し
て
頂
く
「
白
菊
会
」
の
会
員
を

謹
ん
で
集
っ
て
い
ま
す
。

白
菊
会
は
自
分
の
遺
体
を
正
常
解
剖

に
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
医
学
へ
の
貢

献
を
現
実
の
も
の
に
し
よ
う
で
は
な
い

か
と
い
う
考
え
の
方
が
集
っ
て
誕
生
し

た
も
の
で
、
台
頭
り
す
る
ご
遺
体
は
、

生
前
か
ら
同
医
学
部
に
予
約
登
録
し
て

項
く
の
が
大
部
分
で
す
。
現
在
会
員
数

は
長
浜
町
内
か
ら
は
男
子
三
人
、
女
子

三
人
の
計
六
人
、
県
下
で
は
三
百
四
十

人
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

医
学
の
絶
え
ざ
る
進
歩
、
私
た
ち
人

類
の
生
命
や
健
康
の
保
障
の
た
め
に
も
、

こ
の
問
題
が
い
か
に
緊
要
で
あ
る
か
を

ご
理
解
項
き
ま
し
て
、
世
の
識
者
方
の

よ自三窃禽〈日

町内でもすでに6人が入会
医学の進歩にご協力を

理広報ながはま盟国E量

間一松食w虫に侵された木を
切り倒したいのですが、電話ケ

ープルがじゃまになります。ど

のような手続きをすればよいで

すか。(櫛生M)
答...電話局の窓口に「支障移転工事」の請求書がありますので、

その旨を記入してください。さっそく工事部門の者が現地を調査し、

後日工事に行きます。

なわ「無料扱しりと「有料扱い」とがありますので、局へお聞い合

わせください。

金
持
平
均
等
〉

検
時
適

ご
協
力
を
念
願
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
こ
と
は
、
温
泉
郡
重
信
町
大
字
志

津
川
・
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大
学
医
学
部
白
菊
会
事
務

所
(
電
話
0
8
9
9
・
6
4
・
5
1
1
1

J
内
線

2
0
2
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番
)
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
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愛
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大
学
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菊
会
|
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と
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中
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民
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戒

/

仁

久
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松長
山
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氏里子神
村里子

洋俊
子章

安小
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節由
子典

四五

下水
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善
市
友
枝

木

林

田

県

一

大
野
由
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子
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西
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年

松
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所

保

護

者
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児
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仁
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友

邦
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亜
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坂
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長

浜

岩

城

修
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男

匡

希
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津
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信

二

女

美

保

白

滝

新

田

道

夫

二

女

恭

子

沖

浦

中
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公

彦

長

女

直

子

白

滝

藤

湖

政

照

長

女

温

子

沖

浦

大

橋

敏

明

長

男

茂

沖

浦

稲

旧

博

重

長

女

葵
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須

戒

問

団

羽

生

長
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晋
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沖

浦
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高
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久

長

男

恵
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お
く
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同
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届
出
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敬
称
略
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住

所

氏

名

死

亡

時

年
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長

浜

宮
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茂

樹

(

七

九

)

長
浜
欠
野
一
応
ミ
チ
コ
(
六
四
)

長

浜

新

田

ツ

ル

マ

y

(

七
五
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今

坊

中

伊

カ

メ

ヨ

(

七

九

)

長

浜

大

西

ア

キ

ヨ

(

九

二

)

櫛

生

湾

井

義

兼

(

五

八

)

黒

田

細

川

敏

春

(

七

二

)

下

須

戒

水

口

守

(

呉

λ
)

上
老
松
横
道
サ
カ
ヱ
(
七
五
)

長

浜

河

野

シ

ゲ

ヨ

(

五

八
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黒

田

井

上

梅

子

(

七
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編

集

後

員己

点
。
っ
か
し
い
な
あ
H

そ
ん
な
思
い

で
、
秋
日
和
に
は
ず
ん
だ
小
・
中
学
生

の
相
撲
大
会
の
模
様
を
表
紙
に
こ
と
し

最
終
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

二
宮
町
政
初
の
定
例
町
議
会
は
議
会

構
成
の
火
替
え
も
行
わ
れ
て
、
と
も
に

流
通
基
地
開
発
を
主
軸
と
す
る
新
し
い

町
守
つ
く
り
の
気
迫
が
伺
え
ま
す
が
「
行

攻
は
住
民
の
た
め
に
「
全
町
民
一
丸

の
工
、
平
ル
ギ

l
で
・
」
の
こ
と
ば
通
り
、

豊
か
な
町
づ
く
り
目
ざ
し
て
再
び
皆
さ

ん
の
情
熱
の
結
集
が
望
ま
れ
ま
す
。

ご
と
の
ほ
か
多
く
喜
ば
し
い
「
表
彰
」

の
欄
、
八
ム
の
こ
と
や
善
行
で
表
彰
さ
れ

た
方
が
あ
れ
ば
ご
一
報
く
、
だ
さ
い
。

次
号
は
明
け
て
昭
和
五
十
四
年
、
一

九
七
九
年
。
新
春
号
に
ふ
さ
わ
し
い
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
希
望
の
あ
る
お
便
り
を
わ

届
け
し
た
い
も
の
だ
と
・
.

で
は
、
少
し
早
い
よ
う
で
す
け
ど
:

り
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
U

数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある同]

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

はや極月。年の始めに計画した

ことの半分も消化できず、中途半

端に終ったというのが実感ではな

いだろうか。人の意志のもろさを

ひしひしと感じる。今年も明暗と

りどりのニュースで埋められた。

関心の高い問題は、世界的不況と

円高、日中友好条約の批准と各国

協調の在り方、国内では有珠山の

大爆発、科学技術の進歩と労働問

題、教育制度の改革、大学入試の

改善、造船界の不況など限りはな

い。特に人命軽視の風潮は目を覆

うものがある。自殺、一家心中、

誘かい殺人、小学生の殺害事件な

ど、日本社会の恥辱ではなかろう

か。本町は人権モデル町として、

一人一人の幸福の為に諸事業を展

開している。 30年前の12月10日の
世界人権宣言で「私たちは人間と

して、だれも同ビように認め合い

尊敬し合い仲よく暮らしま 9J と。
当然守れなくてはならないあたり

まえのことが、今なお掛け声に終

止し、人命が軽視されるのはなぜ、

だろう。~'fーを回顧して家庭、職

場、地域社会の住民が謙慮に反省

し、人命の尊厳さを土台に温かい

心の触れ合いを忘れず、連帯、協調、 z
対話を日常の生活に具現してほし

いものである。町づくりの 3本柱、言

楽しく住みよい、豊かで、働きがい ÷ 

のある、美しい人情と文化の・達 ミ
成も、人命の尊重と人権の尊重を 主

町長の生活指針とするにあると信

じる。新しい年のためにも今から

も考えたいもの。

帯世口人

11月1日現在 前月との比較

13，286人 37人減
人口 (男 6，間人) (必読)女 6，941人

t世帯数 3，908世帯 1世帯f曽

幡?


